
数学科学習指導案

日時：平成 23 年 10 月 28 日（金）6 校時

指導学級： 2 年 3 組 (34 名)

指 導 者： 教諭 須藤 弘恵

１ 単元名 「確率」

２ 単元の目標

不確定な事象についての観察や実験などの活動を通して，確率について理解し，それを用いて考察

し表現することができるようにする。

(1) 確率の必要性と意味を理解し，簡単な場合について確率を求めることができるようにする。

(2) 確率を用いて不確定な事象をとらえ説明することができるようにする。

３ 指導に当たって

（1） 単元観

本単元は，学習指導要領の「D 資料の整理」の第 2 学年目標（4）「不確定な事象を調べることを

通して，確率について理解し用いる能力を培う」に位置付けられている。小学校算数科では，第 4学

年で資料を折れ線グラフに表したり，グラフから特徴や傾向を調べたりする学習を行い，第 5学年で

は，百分率や円グラフを用いて統計的に考察し，第 3学年では，分数の意味についても学習している。

中学校 1学年においては，相対度数が全体（総度数）に対する部分（各階級の度数）の割合を示す値

であるということも学習している。

中学校 2学年では，これらの学習の上に立ち，これまで確定した事象を表すのに用いられてきた数

が，さいころの目の出方など不確定な事象の起こりやすさの程度を表すためにも用いられることを知

り，確率を用いることで不確定な事象をとらえ説明できるようにしていく。また，起こりうる場合を

樹形図や表を用いて，落ちや重なりがないように数えられるようにするとともに，実際に多数回の試

行を行ってその結果と比較し，実感を伴って理解できるようにする必要がある。また，日常生活や社

会における不確定な事象を説明するためにも確率が有効であることを理解させる必要がある。さらに

は，高等学校の数学 Aで学習する「場合の数と確率」や数学 Cで学習する「確率分布」につながる内

容でもあるため，その前段階として，確率の基本的な意味を理解し，確率の見方や考え方の基礎を培

うことが求められる単元である。

（2） 生徒観

男子 14 名，女子 20 名，計 34 名の学級である。授業中は，学習課題に対して意欲的に取り組む姿

勢が見られるが，教師の問い掛けに対して挙手し，発言するのは限られた生徒である。単元テストな

どの基本的な内容を問う問題では，正答率が 8割を超えることも多いが，文章問題など応用力を問う

問題では，題意を正しく読み取ることができずに自分の考えが導き出せなかったり，正しく立式でき

なかったりして誤答してしまう生徒も目立つ。

数学に関するアンケートと「確率」に関するレディネステストを実施したところ次のような結果と

なった。（平成２３年７月７日実施）



問題 正答率

① Aさんは 30打数でヒットを 9本打ち，Bさんは 20打数でヒットを 7本打ちまし

た。Aさんのヒットを打った割合を求めなさい。

８８．２％

② ①で，Bさんのヒットを打った割合を求めなさい。 ８８．２％

③ ヒットを打った割合が大きいのは，Aさん，Bさんのどちらですか。 ９４．１％

④ 白，赤，緑の色で 3色団子をつくるときの色の並び方を表の空欄にうめなさい。 １００％

⑤ ④で，真ん中が白の３色団子は何通りできますか。 ９１．２％

アンケート内容 はい いいえ

①「確率」という言葉を聞いたことがありますか？ ９１．２％ ８．８％

② ①で「はい」と答えた人に質問します。どんなとき

に聞いたことがありますか。

天気予報，降水確率，地震が起きる確率，

サッカーや野球，競馬の観戦，隕石が落

ちる確率，ロケット発射の成功率(TV を

見ている時)，宝くじの当たる確率，志

望校に合格する確率など

③ 分数や割合に関する問題は得意な方ですか？ ２６．５％ ７３．５％

④ 数学は好きですか？ ５８．８％ ４１．２％

⑤ 数学は得意ですか？ ２３．５％ ７６．５％

アンケートの結果から，日常生活で「確率」という言葉を耳にしたことのある生徒が 9割を超えて

おり，天気予報の降水確率の例や，①や②の割合の問題から，数値が大きいほど起こりやすいという

ことについておおまかには理解しているといえる。割合に関する出題の正答率が 9割前後であったに

も関わらず，分数や割合に関する問題に対し，７３．５％の生徒が得意ではないと答えていた。この

結果には，これまで学習した計算分野での分数や小数に対する苦手意識の影響が表れていると見える。

（3）指導観

確率の意味や有効性を理解させるために，確率を計算によって値を求めることに留まらず，実験を取

り入れることで，生徒の気付きを大切にし，実感を伴って深めていけるような授業にしたい。また，教

師の問い掛けに対して挙手し，発言するのは限られた生徒であるという実態を踏まえ，学習班で自分の

考えを述べたり，他者の考えを聞いたりする場面を設定し，考えを伝え合うことを通して数学を学ぶ楽

しさ（数学的な処理を行うことのよさ，考え方の差異など）を味わわせることができるような授業を展

開したい。また，計算分野での分数や小数，割合に関する問題に対する苦手意識をもつ生徒も多いため，

分数の意味を捉えさせる場面や確率の計算の仕方を説明する場面では丁寧に指導を行っていきたい。

４ 単元の観点別評価規準

【数学への関心・意欲・態度】

・確率に関心をもち，その必要性と意味を考えたり，不確定な事象の起こりやすさについて調べたり，

確率を求めたりしようとしている。

・確率を用いて不確定な事象をとらえ説明することに関心をもち，問題の解決に生かそうとしている。

【数学的な見方や考え方】

・多数回の試行を行うなどして，不確定な事象の起こりやすさの傾向を読み取ることができる。



・同様に確からしいことを基にして，確率の求め方を考えることができる。

・多数回の試行から求めた確率と，同様に確からしいことを基にして求めた確率を比較し，その関係を

考えることができる。

・問題を解決するために，確率を用いて，不確定な事象や起こりやすさの傾向をとらえ説明することが

できる。

【数学的な表現・処理】

・多数回の試行の結果から，相対度数を計算し確率を求めることができる。

・樹形図や二次元の表などを利用して.起こり得るすべての場合を求め，同様に確からしいことを基に

して，簡単な場合について確率を求めることができる。

・問題を解決するために，起こり得るすべての場合を求めたり，確率を求めたりすることができる。

【数量，図形などについての知識・理解】

・確率の必要性と意味を理解している。

・確率を用いて問題を解決する手順を理解している。

５ 指導計画（１２時間）

時

間
学習内容 評価規準 評価方法

1

本

時

ことがらの起こりやすさ

の違いに気付き，実験結果

から自分の考えをまとめ，

説明する。

・不確定な事象に対し，その事象の起こりやすさを

予想を立てて考えることができることに興味を

もち，調べようとする。 【関心・意欲・態度】

・不確定な事象に対し，その事象の起こりやすさに

違いがあることに気付き，実験結果に基づいて自

分の考えをまとめ，考察することができる。

【数学的な見方や考え方】

観察

発表

ワークシート

2

多数回の実験や観察の結

果求められる確率につい

て理解する。

・事象の起こる割合に関心をもち，観察，操作や実

験を通して，その割合を数で表そうとしたり，そ

の結果を用いて事象について調べようとしたり

する。 【関心・意欲・態度】

・事象の起こりうる程度を，多数回の試行を行って

その事象が起こる割合に着目したり，考察したり

することができる。 【数学的な見方や考え方】

観察

発表

3

確率の意味や考えについ

て理解する。

・確率の意味を理解し，簡単な場合の確率を求める

ことができる。 【知識・理解】

・簡単な事象の確率を求めたり，その求め方を説明

したりすることができる。 【表現・処理】

観察

発表

4

場合の数から計算によっ

て確率を求める方法を理

解する。

・起こりうる場合の数の求め方を，見通しをもち，

場面に応じて方法を判断するなど，能率的に行う

ことができる。 【表現・処理】

・確率，同様に確からしいなどの意味を理解してい

る。 【知識・理解】

観察

発表



5

確率ｐの範囲が

０≦ｐ≦１であることを

理解する。

・起こりうる場合を，順序よく整理して考察するこ

とができる。 【数学的な見方や考え方】

・確率ｐの範囲が ０≦ｐ≦１ であることを理解し

ている。 【知識・理解】

観察

発表

6

表を使って場合の数を求

めることを理解する。

・２次元の表をかくことによって起こりうるすべて

の場合を求めることができる。 【表現・処理】

・２次元の表の意味や利用の仕方を理解している。

【知識・理解】

観察

発表

学習プリント

7

樹形図を利用して場合の

数を求めることを理解す

る。

・樹形図をかくことによって，起こりうるすべての

場合を求めることができる。 【表現・処理】

・樹形図の意味や利用の仕方を理解している。

【知識・理解】

観察

発表

学習プリント

8

くじや組み合わせなど，

いろいろな確率の求め方

を理解する。

・起こりうる場合の数の求め方を，見通しをもって

方法を判断することができ，確率を正確に求める

ことができる。 【表現・処理】

・樹形図や表などを場面に応じて利用するなど，場

合の数を求める方法の効果的な利用の仕方を理

解している。 【知識・理解】

観察

発表

学習プリント

9
問題演習①

基本の問題・章の問題 A

・既習事項を用いて問題を解くことができる。

【表現・処理】

観察

発表

10
問題演習②

章の問題 B・演習問題

・既習事項を用いて問題を解くことができる。

【表現・処理】

観察・発表

学習プリント

11
あることがらの起こらな

い確率について理解する。

・あることがら Aの起こる確率と Aの起こらない確

率の関係を理解している。 【知識・理解】

観察

発表

12
表，樹形図，計算によって

場合の数を求める。(発展)

・表，樹形図を用いたり，計算によって場合の数を

求めたりすることができる。 【表現・処理】

観察

発表

６ 本時の指導

（1）題材名「ことがらの起こりやすさについて考えよう」

（2）ねらい

① 不確定な事象に対し，その事象の起こりやすさを予想を立てて考えることができることに興味

をもち，調べようとする。 【関心・意欲・態度】

② 不確定な事象に対し，その事象の起こりやすさに違いがあることに気付き，実験結果に基づい

て自分の考えをまとめ，考察することができる。 【数学的な見方や考え方】

（3）指導に当たっての工夫

本時は，「確率」の導入の授業である。確率という言葉を用いずに，「ことがらの起こりやすさ」に

焦点を当て，不確定な事象の起こりやすさについて自分なりの予想を立てさせることで，目的意識を

もって活動に取り組めるようにしたい。実験を通して，不確定な事象の起こりやすさに違いがあるこ

とに気付かせるとともに，学習班による話し合いや各班の発表を通して，自分の考えをさらに深めら



れるような授業にしたい。また，本校の研究主題『かかわり合いを大切にし，学ぶ楽しさを味わわせ

る指導の工夫～各教科における言語活動を通して～』を受け，数学科では，次の研究主題を設定した。

本時の学習活動との関連を次のように押さえ，「生徒と生徒」，「生徒と指導者」，「生徒と数学」の

３つのかかわり合いが成立する授業展開を工夫していきたい。

かかわり合い

生徒と生徒

生徒と指導者

生徒と数学

（4）指導過程

段

階
予想される生徒の反応

学習活動

○発問
形態 指導上の留意点

評価

○方法

導

入

５

分

１．本時の学習内容を確認する

ことがらの起こりやすさについて

考えよう

２．予想する

○箱に入った赤 1 個，青 2 個，黄 3個

の計６つの玉があります。箱に入れ

てよく混ぜ，この中から 1 つ引きま

す。何色が出ると思いますか。

・一番数が多いから黄色だと思う。

・二番目に数が多いから，青が出る

可能性もあると思う。

一斉 ・本時の学習内容を板書する。

・予想をさせ，自分の考えをもたせる。

・自分の考えを理由とともに発表させる

評価①

○観察

○発表

【言語活動のねらい・視点】
【本時における「数学の面白さや数学を学ぶ楽

しさ」】

＜数学的に伝え合う活動＞

数学的な根拠を明らかにし筋道

を立て，用語を用いて説明し合う。

＜数学的に実感する活動＞

いろいろな見方や考え方に接す

ることを通して，数学的な見方や

考え方のよさを実感する。

＜数学を利用する活動＞

既習事項を基に問題解決に取り

組み数学を活用する。

実験から結果を予想し，黄色が出やすいこと

について自分の考えや気付いた点をまとめ，実

験を基に考えたことが適切がどうか話し合う

ことを通して，数学を学ぶ楽しさ（数学的な処

理を行うことのよさ，考え方の差異など）を味

わう。

実験結果から得られた各班の気付きを学級

全体で取り上げ，数学的な見方や考え方のよさ

を実感できる授業展開を工夫し，数学の面白さ

（考えの多様性）を味わう。

事象を数理的に捉え，問題解決に既習事項の

分数や割合などの考え方を利用することで多

様な見方が可能になることを知り，数学を学ぶ

楽しさ（学ぶことの意義）を感じる。

言語活動を取り入れ，数学の面白さや数学を学ぶ楽しさを味わわせる学習活動の展開



○一番出る可能性が低いのは？

・一番数が少ないから赤だと思う。

○黄色が出やすいとはどういうこと？

・６回引けばそのうちの３回は黄色

っていうこと ・6名の生徒に引かせ確かめさせる。

展

開

35

分

３．実験を行う

出やすさに違いは見られるのか？

どの色がどれくらい出やすいのか？

実際に実験をして試してみよう。

・実験方法の確認をする。

・学習班になり，実験をする。

(60回まで：試行時間 目安 10分)

・回数ごとに(15,30,45,60 回分)，

出た玉の数を集計し，ワークシート

に記入する。

４．結果を基に話し合う

・実験から気付いた点，疑問点などを

各自が自分の言葉でまとめる。

・各自が気付いた点，疑問点などを班

の中で意見交換する。

・意見交換から気付いたことを学習班

ごとにホワイトボードにまとめる。

個別

一斉

学 習

班

個別

学 習

班

・実験用具とワークシートを配付する。

・出やすさに違いは見られるのか，どの

色がどれくらい出やすいのか，各自に

予想させ，理由とともに書かせる。

・1 回引いたら箱に戻し，次に引く前に

箱を2回上下に振って混ぜるよう指示

する。

・15回ごとの小計を出すこと，途中経過

の様子を知るための累計も出すこと

を指示する。

・記録者，混ぜる人，玉を引く人の役割

を指示する。

・机の向きを学習班にするよう指示す

る。

・実験が終了した班から机の向きを戻さ

せる

・自分の言葉でまとめ，ワークシートに

記入するよう指示する。

・合計だけでなく，小計や累計など途中

経過も大切な考察ポイントであるこ

とを助言する。

・机の向きを学習班にするよう指示す

る。

＜話し合いの視点＞

○始めの予想と実際の実験を比べ，どん

なことに気付いたか？

○実験の途中経過と 60 回分の合計から

見えてきたことは？

評価①

○観察

○ワーク

シート

評価②

○観察

○発表

○ワーク

シート



（5）評価の観点

観点 おおむね満足できる[B] 十分満足できる[A] 努力を要する生徒への支援

関心

意欲

態度

(評価①)

・不確定な事象に対し，そ

の事象の起こりやすさを

予想を立てて考えること

ができることに興味をも

ち，調べようとする。

・不確定な事象に関心をもち，

その事象の起こりやすさに

ついて，数学的な根拠を元

に予想を立てて考えようと

する。

・玉の数の合計とそれぞれの

色の個数を確認させ，予想

を立てることに興味がもて

るように支援をする。

数学的な

見方

考え方

(評価②)

・不確定な事象に対し，そ

の事象の起こりやすさに

違いがあることに気付き，

実験結果に基づいて自分

の考えをまとめ，考察する

ことができる。

・事象の起こりやすさの違い

に気付き，事象の起こりう

る程度を，その事象が起こ

る回数の割合に着目し，結

果を考察したり，実験結果

に基づいて自分の考えを明

確にして説明したりするこ

とができる。

・それぞれの色が出た回数を

確認させ，玉を引く回数が

増えたときや，個数の少な

い赤と個数の多い黄色の出

た回数の違いに着目させ比

較できるようにする。

・表を見比べさせ，気付いた

ことを記入するよう促す。

(6)板書計画

・班でまとめた意見を発表する。 一斉 ・各班の集計結果を代表者に板書させ，

ホワイトボードを貼らせる。

終

結

５

分

５．本時のまとめ

・起こりやすさに違いがあることにつ

いて気付きをまとめる。

・各班の結果の発表を聞き，実験全体

を通して気付いた点や自分の考えを

まとめる。

一斉

個別

・起こりやすさの程度，割合を「確率」

としてとらえることを話し，次時へつ

なげる。

・各班の発表を聞いて気付いた点につ

いて，自分の言葉でまとめさせる。

「ことがらの起こりやすさについて考えよう」 各班の実験結果（60回分の結果）

班 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨

赤

青

黄

計

赤 1 個，青 2 個，黄 3 個の計 6 個の玉から１球引く実験

をします。

出やすさに違いは見られるでしょうか？

どの色がどれくらい出やすいのでしょうか？

＜各班のまとめ＞ （ホワイトボードを貼る）

1班 ２班 ３班



「ことがらの起こりやすさ」について考えよう ２年 組 番：名前

① 出やすさに違いは見られるでしょうか？どの色がどれくらい出やすいでしょうか？

私の予想 理由

② 実験について記録しよう。（出た色の空欄に○をつける）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 小計 累計

赤

青

黄

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 小計 累計

赤

青

黄

31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 小計 累計

赤

青

黄

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 小計 累計

赤

青

黄

③ それぞれの色が出た回数を合計しよう。
赤 回 青 回 黄 回 合計 回



＜考察のポイント＞

・始めの予想と実際の実験を比べて，どんなことに気付きましたか？

・実験の途中経過から気付くことは？(小計や累計も参考に) ・60 回分の合計から見えてきたことは？

④ 始めの予想と実際の実験を比べ，気付いたこと，疑問に思うことなどをまとめよう。

⑤ 班での話し合いから気付いたこと，疑問点などをまとめよう。

⑥ 各班の結果や発表を聞いて気付いたこと，今日の授業を通して考えたことをまとめよう。

自分の考え




